


●私たちは、レジ袋削減の取組みを支援します●

壬生町　壬生町商工会　壬生町消費者友の会　壬生町女性会　壬生町母親クラブ　プラチナキッズ

問合せ先

　レジ袋の削減には、ごみの減量化、地球温暖化の防止のほかに、環境にやさ
しいライフスタイルへと変えるきっかけにする目的があります。
　レジ袋からの二酸化炭素排出量は、１枚当たり46.55ｇ（１枚＝10g、レジ袋
を製造、加工、焼却した場合）と言われています。
　週１回のお買物で１枚のレジ袋を辞退することができると、年
間50枚のレジ袋を削減することができます。４万町民ですと、年
間約200万枚が削減でき、約93トンの二酸化炭素を削減するこ
とができます。
　マイバッグ、マイバスケット等によるお買物にご協力をお願いします。

●町民生部保険環境課環境保全係　　　81－1834　
●壬生町レジ袋削減推進協議会

年間の
CO2削減量

約 t

すでに地球温暖化防止のために、
レジ袋の無料配布を中止している店舗

●カスミ壬生店
●コープおもちゃのまち店
●シンユーストア



　春は降水量が少なく、空気が乾燥しており、強風が吹くといった気象条件のため、火災が発生
したときの被害が大きくなりやすい傾向にあります。
　平成22年中に石橋地区消防組合管内（壬生町を含む１市２町）で発生した火災件数は49件（前
年比13件減）であり、壬生町では18件（前年比４件増）発生しています。
　壬生町における火災種別では、建物火災が９件で全体の50％と最も多く、火災による管内全体
の損害額は、15,609千円（前年比89,437千円減）となります。火災は貴重な財産ばかりでなく、
尊い生命までも奪ってしまいます。くれぐれも火の元には十分気を付けてください。

　布団で一服……。寝た
ばこによる火災が怖いのは、
ちょうど寝入った頃に発
生するからです。

　暖房器具による火災の中で
見逃せないのが、洗濯物を乾
かす等の暖房以外の目的での
使用によるものです。ストー
ブの上に落ちたりして、とて
も危険です。

　ガスこんろの火に鍋
をかけたまま、“ちょっ
との間”と思って電話
に出てる最中に、火事
になってしまったケー
スが多々あります。

　既存の住宅を含めたすべてのご家庭に住宅用火災警
報器の設置が義務になりました。大切な命を守るため
のものです。早期の設置をお願いします。
　また、訪問販売等の不適切な業者に注意してくだ
さい。

ストーブの上の洗たく物
ストーブ前のスプレー缶など
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20
歳
の
門
出
を
祝
う
第
62
回
成
人
式
が
、１
月
９
日
、壬
生

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
及
び
南
犬
飼
中
学
校
新
体
育
館
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
成
人
を
迎
え
た
４
０
５
名
の
う
ち
３
３
９
名
が
式
に

参
加
し
、受
付
、式
典
及
び
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
運
営
を
成
人

式
運
営
委
員
が
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
壬
生
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
の
式
典
で
は
、主
催
者
側
の
あ

い
さ
つ
を
小
菅
一
弥
町
長
が
行
い
、祝
辞
は
市
川
義
夫
町
議
会

副
議
長
、佐
藤
良
県
議
会
議
員
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、町
民
の
歌
は
、壬
生
町
民
の
歌
広
報
大
使
の
松
山
美

由
紀
さ
ん
と
壬
生
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
南
犬
飼
中
学
校
新
体
育
館
の
式
典
で
は
、主
催
者
側
の
あ
い

さ
つ
を
森
田
益
夫
副
町
長
が
行
い
、祝
辞
は
細
井
敬
一
町
議
会

議
長
、福
田
静
江
社
会
教
育
委
員
長
、佐
藤
勉
衆
議
院
議
員
よ

り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、寒
波
の
影
響
で
厳
し
い
寒
さ
で
し
た
が
晴
天
に
恵

ま
れ
、式
典
は
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
恒
例
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
の

あ
い
さ
つ
や
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、旧

交
を
温
め
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、ク
ラ
ス
ご
と
に
集
合
写
真

を
撮
り
全
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
が
、会
場
の
外
で
は
、近
況

を
報
告
し
あ
っ
た
り
写
真
を
撮
り
あ
っ
た
り
と
久
し
ぶ
り
の

再
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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私
た
ち
は
、

平
成
２
年
・

３
年
生
ま
れ

の
新
成
人
で

す
。私
た
ち

が
成
長
し
て

き
た
こ
の
20

年
の
間
に
は
、

経
済
状
況
や

多
様
な
価
値
観
な
ど
、急
速
に
大
き
く
変
化

し
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

昨
年
は
、羽
田
空
港
の
国
際
化
や
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
建
設
・
は
や
ぶ
さ
の
帰
還
な
ど
明

る
く
勇
気
付
け
ら
れ
た
話
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、

30
年
に
一
度
と
呼
ば
れ
る
記
録
的
猛
暑
や

就
職
難
な
ど
は
、閉
塞
感
を
一
層
強
く
感
じ

さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

　
今
日
か
ら
私
た
ち
は
大
人
の
社
会
に
一
歩

踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。私
た
ち
に
は
、

学
業
に
励
ん
で
い
る
人
、職
業
に
従
事
し
て

い
る
人
、将
来
の
道
を
模
索
し
て
い
る
人
、そ

し
て
家
庭
を
持
っ
て
い
る
人
な
ど
立
場
は
様
々

で
す
。大
人
の
社
会
で
は
、想
像
も
つ
か
な
い

状
況
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
ん
な
と

き
は
、「
は
や
ぶ
さ
」の
よ
う
に
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
、私
た
ち
が
こ
う
し
て
集
い
、成
人
式

を
迎
え
ら
れ
る
の
は
、切
磋
琢
磨
し
て
共
に

歩
ん
で
き
た
仲
間
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。私

た
ち
は
、自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、社
会

の
一
員
と
し
て
自
分
た
ち
の
理
想
を
実
現
す

る
た
め
、常
に
向
上
心
を
持
っ
て
生
活
し
て

い
き
ま
す
。今
ま
で
、ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
、見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の

方
々
、支
え
て
く
だ
さ
っ
た
両
親
や
家
族
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
、こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。こ
の
感

謝
の
気
持
ち
、そ
し
て
成
人
と
し
て
の
決
意

を
忘
れ
ず
、精
一
杯
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が

中
学
校
を
卒

業
し
て
か
ら

５
年
と
い
う

長
い
歳
月
が

流
れ
ま
し
た
。

私
自
身
、高

校
、大
学
と

進
学
し
て
か

ら
沢
山
の
友
人
に
出
会
い
、数
々
の
思
い
出

も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。し
か
し
、こ
の
南
犬

飼
中
学
校
で
の
３
年
間
は
、今
で
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、中
学
校
生
活
で
の

楽
し
か
っ
た
こ
と
や
辛
か
っ
た
こ
と
、悔
し

か
っ
た
こ
と
な
ど
の
思
い
出
が
、今
の
私
を

支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
成
人
者
と
し
て
の
責
任
を
も

っ
て
生
活
し
て
い
き
ま
す
。時
に
、大
き
な
困

難
に
苦
悩
し
、く
じ
け
そ
う
に
な
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
、今
ま
で
学
ん
で
き

た
こ
と
や
、新
し
い
出
会
い
を
心
の
支
え
に

し
て
、一
歩
一
歩
確
実
に
自
分
の
道
を
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。今
後
と
も
皆
様

の
さ
ら
な
る
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

へ
い
そ
く
か
ん
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国民健康保険の届出について国民健康保険の届出について
　下記の事由により国民健康保険資格に変更が生じたときは、
町役場窓口もしくは出張所へ14日以内に必ず届出してください。

※印鑑（認印）を必ずお持ちください

　医療機関窓口で支払う自己負担額の割合の２割への引き上げが、平成23年４月から、
さらに１年間延長される予定です。

70歳から74歳までの窓口自己負担割合について70歳から74歳までの窓口自己負担割合について

平成23年３月まで　　　　　　　　　平成23年４月から平成24年３月まで

※新しい高齢受給者証は３月末までに郵送いたします。（１割負担の方のみ）

１割負担 １割負担２割
（１年間延長されます）

事　　　　　　由 手続に必要なもの

他の市区町村から転入したとき 転出証明書

職場の健康保険をやめたとき
資格喪失証明書または退職証
明書（厚生年金を受給してい
る方は年金証書も必要です）

他の市区町村に転出するとき 国民健康保険証

職場の健康保険に加入
又は扶養になったとき

国民健康保険証と加入した
社会保険証

壬生町内で転居したとき 国民健康保険証

世帯主や世帯員に変更があるとき 国民健康保険証

修学などのため他市町村へ住所
を変更するとき

国民健康保険証と在学証明書
など

国民健康保険証を紛失したとき

国民健康保険に加入

国民健康保険を喪失

その他

本人確認のできるもの

事　　　　　　由 手続に必要なもの

他の市区町村から転入したとき 転出証明書

職場の健康保険を喪失したとき
・健康保険資格喪失証明書
（被扶養者がいない場合は退
　職証明書でも可）
・年金証書（年金受給者の方）

他の市区町村に転出するとき 国民健康保険証

職場の健康保険に加入したとき 国民健康保険証と加入した
社会保険証

壬生町内で転居したとき 国民健康保険証

世帯主や世帯員に変更があった
とき 国民健康保険証

修学などのため他市区町村へ住所
を変更するとき

国民健康保険証と在学証明書
など

修学により壬生町国保を取得して
いた方が卒業・退学したとき

国民健康保険に加入

国民健康保険を喪失

そ　の　他　届　出

国民健康保険証と卒業証明書
（卒業証書）・退学証明書など

※国民健康保険証を紛失したときは、印鑑と本人確認のできるもの（運転免許証等）を持
　参の上、ただちに保険証の再交付申請をしてください。

★壬生町国民健康保険の資格を喪失したときは、医療機関等で壬生町国民健康保険の保険
　証を絶対に使用しないでください。上記のとおり、保険証を返還のうえ届出いただきま
　すようお願いいたします。
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平成23年度分  壬生町国民健康保険
人間ドック・脳ドック検診費用助成金

申込受付について

平成23年度分  壬生町国民健康保険
人間ドック・脳ドック検診費用助成金

申込受付について

■日　時　4月8日（金）
■場　所　壬生町保健福祉センター
　　　　　※一斉受付終了（12：00を予定）後の申請は、
　　　　　　随時、役場保険環境課で受付いたします。
■持参していただくもの　●壬生町国民健康保険証
　　　　　　　　　　　　●印鑑（認印）

下記のすべての項目に該当される方
① 壬生町国民健康保険に加入している被保険者
② 検診時に年齢35歳以上75歳未満の方
③ 壬生町国民健康保険税を完納している世帯に属する方

◎　検診医療機関及び検診日程につきましては、受付当日に会場でお知らせいたします。
　　また、申請書類等は会場に備え付けますので、当日会場でご記入いただきます。

助成対象者

助成金額

一斉受付 8：00から整理券配布
8：30から整理券番号順に受付

　平成23年度分の助成をご希望の方は、下記により受付いたしますので、申請をお願
いいたします。

　国民健康保険の高額療養費の申請の際には、医療機関等で発行された領収書をご提
示いただいております。
　確定申告等で医療費控除を受ける場合は、領収書の原本の添付が必要となります。
医療費控除を受ける方で、高額療養費に該当すると思われる方は、あらかじめ領収書
のコピーをとっておいていただきますよう、ご協力お願いいたします。

◎問合せ先　●町民生部保険環境課　国保医療係  　　81-1836

人間ドック検診助成

脳ドック検診助成

日帰りコース

1泊2日コース

日帰りコース

20,000円

30,000円

20,000円

ドック助成の種類 コ　ー　ス 助　成　額

国民健康保険高額療養費の申請に
必要な領収書について
国民健康保険高額療養費の申請に
必要な領収書について
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　家庭での使用済パソコンを有益な資源として、再
利用するために、平成15年10月１日から「資源有効
利用促進法」にもとづいた“PCリサイクル”
が実施されております。
　この“PCリサイクル”により、鉄・銅・アルミ・
プラスチックはもちろん、金・銀・コバルトのよう
な希少金属まで、資源として再利用できます。この
“PCリサイクル”は消費者の皆様とメーカー等が協
力して次のように実施しています。
　

※１　ご購入時の標準添付品（マウス、キーボード、
　　　ケーブル等）も一緒に回収します。
※２　マニュアル、FD・CD- ROM等の記憶媒体、
　　　プリンタ等の周辺機器、ワープロ専用機、
　　　PDA（携帯情報端末）は対象となりません。

①パソコンのメーカーに直接回収を申し込みます。
　※“PCリサイクル”開始前に購入したものは、回
　　収再資源化料金がかかります。
②パソコンを簡易梱包し、メーカーから送付され
　てくる“エコゆうパック伝票”を貼付します。
③最寄りの郵便局に持ち込むか、郵便局に戸口集
　荷を依頼します。
④集められた使用済パソコンは再資源化センター
　に配送され、再資源化されます。

　なお、回収するメーカーがない場合や、メーカーが
明らかでない場合は、「有限責任中間法人　パソコン
３Ｒ推進センター」が、有償で回収・再資源化します。

◎問合せ先　●パソコンメーカー各社
　　　　　　●パソコン３Ｒ推進センター
　　　　　　　03-5282-7685
URL http://www.pc3r.jp/uketsuke.html

①デスクトップパソコン
②ノートパソコン
③CRTディスプレイ（一体型パソコン含む）
④液晶ディスプレイ（一体型パソコン含む）

“PCリサイクル”の対象となる機器は、
下記の通りです。

左記の機器が不要になりましたら、
下記のような手順で
リサイクルを実施いたします。

1

3

パソコンが家庭で不要になったら、メーカー等に回収を申し込みます。その際、
PCリサイクルマークのない製品は回収・リサイクル料金をご負担頂きます。

お申し込み方法・お問い合わせについては、各メーカーのホーム
ページ又は（社）電子情報技術産業協会（JEITAパソコン3R 
http://www.pc3r.jp）のホームページ等でご確認ください。

●お客様に
　エコゆうパック伝票
　を郵送します。

最寄りの郵便局※に持ち込むか、郵便
局に戸口回収の依頼の連絡をします。
※簡易郵便局を除きます。

●集めた使用済パソコンをメーカー等の
　再資源化センターに配送します。

●お客様が大切にしてい
　たパソコンをきちんと
　再資源化します。

不要になったパソコン
メーカーのリサイクル受付

メーカーの再資源化センター

郵 便 局

戸口回収

配 送

回収申込

エコゆうパック
伝票

お持ち込み

2 パソコンを簡易包装し、
伝票を貼付します。

パソコンユーザー

パソコンパソコン
メーカーに直接回収を申し込みましょう

は
家庭で
不要になった
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1 対象機器を買換える場合や
購入した小売店がわかっている場合

　小売店に引取ってもらいます。その際に、処
理料金（リサイクル料金）と収集・運搬料金を小
売店に支払います。

家
電
小
売
店

収集・運搬料金
+

処理料金 処理料金

エアコン テレビ 冷蔵庫 洗濯機 衣類乾燥機 液晶・プラズマテレビ

家
電
メ
ー
カ
ー

消
　
費
　
者

家電リサイクル法の対象機器

2 左記以外（買った小売店が不明、
通信販売で購入など）

許
可
業
者

収集・運搬料金

納付
証明書

処理
料金

処理
料金

家
電
メ
ー
カ
ー

消
　
費
　
者

　壬生町一般廃棄物処理業許可業者（許可業者）
に収集・運搬を依頼します。
　その際、事前に最寄りの郵便局で処理料金（リ
サイクル料金）を（財）家電製品協会家電リサイク
ルセンター（RKC）に振込み、納付証明書を家電
製品に添付します。許可業者には、収集・運搬
料金のみを支払います。

※エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機を廃棄する場合は
処理料金（リサイクル料金）

（消費税込） 収集運搬料金+ が必要となります。

郵 便 局
※許可業者につきましては、下表に掲載しています。

テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン・衣類乾燥機をごみステーションには
絶対に出さないでください。

注１

テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン・衣類乾燥機は、清掃センターでは取り
扱いませんので、持ち込まないでください。

注２

壬生町一般廃棄物処理業許可業者一覧表（家電６品目収集運搬業者）

◎問合せ先　●壬生町清掃センター  　82-3424

家電リサイクル対象器機に

液晶テレビ・プラズマテレビ、衣類乾燥機
が加わります

家電リサイクル対象器機に

液晶テレビ・プラズマテレビ、衣類乾燥機
が加わります

家電リサイクル対象器機に

液晶テレビ・プラズマテレビ、衣類乾燥機
が加わります

リサイクル料金は清掃センターへ、
収集運搬料金は下記業者へ
お問合せください。

業　者　名 住　所 電話番号No.

株式会社大商 栃木市惣社町
2181

0282（27）
8248

企業組合とちぎ
労働福祉事業団

宇都宮市西川田
7-1-2

028（645）
5561

相良運輸
株式会社

宇都宮市今宮
4-5-36

028（684）
2100

有限会社
大林環境サービス

下野市上古山
8-5

0285（53）
5584

有限会社
マルショー

壬生町大字安塚
1857-1

0282（86）
5443

栃南産業
株式会社

下野市下古山
947

0285（53）
5557

有限会社
ミサキ商事

壬生町大字藤井
1842

0282（82）
1776

戸崎商店 壬生町大字藤井
1734

0282（82）
2542

鈴運メンテック
株式会社

宇都宮市鶴田町
920-1

028(648)
6241

業　者　名 住　所 電話番号No.

程塚商事
株式会社

宇都宮市元今泉
3-8-5

028（653）
5282

いずみ産業
株式会社

宇都宮市
下平出町198-2

028（664）
1115

株式会社
目黒商事

宇都宮市上野町
6078-1

028（661）
5827

有限会社関東
実行センター

小山市花垣町
1-12-10

0285（23）
3026

宇都宮興産
株式会社

宇都宮市陽南
1-2-2

028（658）
5291

有限会社
高久建工

壬生町大字
羽生田1733

0282（82）
9418

エイチエス
株式会社

宇都宮市
下荒針町3406-4

028（649）
3663

有限会社静井商会
リサイクル

大平町西水代
2534-1

0282（43）
8788

株式会社県央資源
総合リサイクル

下野市石橋
693-8

0285(53)
5782

野澤総業 宇都宮市下栗町
1459-3

028（656）
1523

有限会社
セイゴウ

宇都宮市平出
工業団地43-120

028（613）
3860

有限会社
アタカサービス

宇都宮市石井町
365-11

028（656）
6250

業　者　名 住　所 電話番号No.

有限会社ファースト
コーポレーション

宇都宮市
満美穴町25

028（667）
5430

有限会社岸興業 栃木市野中町
1381-11

0282（23）
5212

篠原運送店 壬生町大字藤井
2438-6

0282(82)
7589

有限会社
協栄技研

日光市木和田島
2083-11

0288（26）
2648

栃木清掃サービス
株式会社

栃木市片柳町
2-32-4

0282（25）
1014

有限会社
ごみやさん

鹿沼市栄町
3-34-9

0289（65）
5221

株式会社
真田ジャパン

那須塩原市井口
198-1

0287（36）
1148

有限会社
坂本商事

栃木市皆川城内町
2989-4

0282(30)
1120

三正運輸
株式会社

小山市扶桑
1-8-17

0282（82）
4100

さわやかクリーン
サービス株式会社

さくら市上野
159-2

028（681）
6622

有限会社
栃北興業

栃木市平柳町
1-5-12

0282（27）
5336

関東資源
株式会社

真岡市荒町
5218

0285(84)
1161

中川商事 宇都宮市石井町
3413-63

028(656)
5586

株式会社
中日産業

壬生町大字安塚
1716

0282(86)
3163

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25 

26 

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36
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進
学
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、
転
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な
ど
で
引
っ
越
し
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さ
れ
る
方
は
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必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
「
く
ら
し
の
便
利
帳
２
０
０
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年
度
版
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
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話
に
て
お
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い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
種
届
出
も
お
願
い
し
ま
す
！

の

引
っ
越
し

季
節
到
来

●
町
内
の
学
校
間
で
の
転
校

　
転
居
届
を
す
る
際
に
、
転
校
前
に

在
学
し
て
い
た
学
校
の
発
行
す
る
「
在

学
証
明
書
」
「
教
科
書
給
与
証
明
書
」

を
持
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
町
外
へ
の
転
校

　
在
学
し
て
い
た
学
校
の
発
行
す
る

「
在
学
証
明
書
」
「
教
科
書
給
与
証

明
書
」
「
日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ

ン
タ
ー
の
加
入
に
関
す
る
書
類
」
を

持
っ
て
、
転
校
先
の
市
町
村
教
育
委

員
会
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
町
外
か
ら
の
転
校

　
転
入
届
を
す
る
際
に
、
転
入
前
に

在
学
し
て
い
た
学
校
が
発
行
す
る
「
在

学
証
明
書
」 

「教
科
書
給
与
証
明
書
」

「
日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー

の
加
入
に
関
す
る
書
類
」
を
持
っ
て

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
は
】

町
教
育
委
員
会学校

教
育
課
学
校
教
育
係

81
―
１
８
７
１

転
校
す
る
と
き

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
が
、
進
学
の
た
め
、
他
の

市
町
村
等
に
転
出
す
る
場
合
、
引

き
続
き
壬
生
町
の
国
保
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の

 
●

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　
●

在
学
証
明
証
又
は
学
生
証
の
写
し

 
●

印
鑑

【
お
問
い
合
わ
せ
は
】

保
険
環
境
課
国
保
医
療
係

81
―
１
８
３
６

進
学
す
る
と
き

手
続
き
先
は
…
…

　
・
町
民
生
部
町
民
生
活
課

81
ー
１
８
２
４

　
・
稲
葉
出
張
所

82
ー
１
０
０
２

　
・
南
犬
飼
出
張
所

86
ー
０
０
０
４

お
問
い
合
わ
せ
は

　
・
町
民
生
部
町
民
生
活
課

81
ー
１
８
２
５
　
ま
で

他市区町村から壬生町に
引っ越して来たとき

引っ越した
日から
1４日以内

転入届

壬生町内で
引っ越しをしたとき

引っ越した
日から
1４日以内

転居届

壬生町から他市区町村へ
引っ越すとき

引っ越しする
予定の日の
前後１４日以内

転出届

前市区町村の
転出証明書が
必須です

※上記届出の際、その他関連する手続きが必要になることが
　ありますので、事前にお電話などでお問い合わせください。

引っ越しの内容 届出の種類 届出の期間 注意事項

各種届出のときは、届出に来た方の
　　本人確認書類（免許証や保険証など）と
　　　　　　　　　　ご印鑑が必要になります！

～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～
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問合せ先

不法投棄の情報・問合せ先

町上下水道部水道課　　82－2260　（徴収事務受託者　㈱日本ウォーターテックス）

小山環境管理事務所　環境対策課　　0285－22－4309
町民生部　保険環境課　環境保全係　　81－1834

●引っ越しの日が決まりましたら、前もって水道課へ閉栓の手続きをし
　てください。（使用者ご本人からの手続きは、電話にてお受けしてお
　ります。）ご連絡の際は、住所・氏名・引っ越し日時・引っ越し先を
　お知らせください。

●引っ越しまでの水道料金（精算分）は、前回の検針
　日から引っ越しまでの使用量をもとに計算いたします。

●連絡（閉栓の手続き）をいただきませんと、水道を
　使用されていなくても、引き続き料金がかかってし
　まいますので、必ず水道課へご連絡をお願いいたし
　ます。

①土地を貸すときは、相手方や事業内容をきちんと調査し①土地を貸すときは、相手方や事業内容をきちんと調査しましょう。ましょう。
②こまめに草刈をし、見通しのきくきれいな状態にしてお②こまめに草刈をし、見通しのきくきれいな状態にしておきましょう。きましょう。
③廃棄物を捨てられたら、次の廃棄物を呼ばないようにす③廃棄物を捨てられたら、次の廃棄物を呼ばないようにすぐに片付けましょう。ぐに片付けましょう。
④自己の所有地に柵をつくったり、入口に鍵を設けたりし④自己の所有地に柵をつくったり、入口に鍵を設けたりして、進入されにくい環境を作りて、進入されにくい環境を作りましょう。ましょう。
⑤定期的に見回りをするなど、常に所有地の状況を把握し⑤定期的に見回りをするなど、常に所有地の状況を把握しておきましょう。ておきましょう。

①土地を貸すときは、相手方や事業内容をきちんと調査しましょう。
②こまめに草刈をし、見通しのきくきれいな状態にしておきましょう。
③廃棄物を捨てられたら、次の廃棄物を呼ばないようにすぐに片付けましょう。
④自己の所有地に柵をつくったり、入口に鍵を設けたりして、進入されにくい環境を作りましょう。
⑤定期的に見回りをするなど、常に所有地の状況を把握しておきましょう。

　廃棄物の投棄は、廃棄物処理法で禁止されています。しかし、不法投棄はあ
とを絶たない状況にあります。土地の所有者が、自らの土地を適切に管理し、
不法投棄を防止するしかありません。不法投棄されて、不法投棄の行為者がわ
からないときは、土地の所有者が自ら片付けることになる場合もあるからです。
　大量の廃棄物が不法投棄された土地を原状回復するには、時間も費用もかか
ります。廃棄物の不法投棄に気づいたら、早めに警察にご相談ください。







壬生中央公民館

壬生町役場正庁

１
20

14

「農業委員会・認定農業者・消費者等」との
意見交換会を開催

平成22年度壬生町男女共同参画講演会開催
　１月22日に壬生中央公民館大ホールにおいて、教育委員会と女
性団体連絡協議会の主催により男女共同参画講演会を開催いたし
ました。
　「～あなたらしくイキイキと～女（ひと）と男（ひと）のより
よい関係」をテーマに、フォークシンガーであり白鴎大学教授で
もある山本コウタローさんを講師にお招きし、ライフパートナー
との「自然な関係」などを通じて男女共同参画の意義についてお
話いただきました。
　また、開会行事の後にアトラクションとして壬生町文化協会音
楽部のコーラスも行われ、美しい歌声がホールに響き渡りました。

町文化協会音楽部講師の山本コウタローさん

まつ   い   はる   お

　１月20日、壬生町農業委員会（松井晴夫会長）は、町役場正庁において「農業委員会・認定農業者・消
費者等」との意見交換会を開催しました。この交換会は、「今後の農業の在り方と消費者等との関わり」に
ついて、消費者と生産者の相互理解を深めることを目的に企画され、今年で５回目となります。
　今年は、消費者或いは生産者の女性団体の代表者総勢29名に参加いただき、活発な意見が交わされました。
　消費者或いは生産者の女性団体からは、「安全で安心なもの、品質が良く味の良いものを」といった『食』
に関した意見が出されました。
　これに対して、認定農業者からは、「消費者の信頼を得るために、農薬の使用にあたっては、細心の注
意を払って基準に違反しないようにしている。また、生産工程の記録をきちんと付け、消費者等の信用を
失うことのないようにしている。」など、生産者として消費者に対し心掛けていることや農業後継者問題
に関した発言がありました。
　その他、今話題となっております「ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）」についても、意見が交わ
されました。

１
22

壬生町インフォメーション
Mibu City information
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こいぬまれいこ

人権擁護委員に鯉沼玲子氏が再委嘱される
　鯉沼玲子氏（鹿島）が、平成23年１月１日付けで法務
大臣から人権擁護委員に再委嘱されました。
　人権擁護委員は、地域の皆さんの人権に関する悩みご
となどの相談に応じるほか、街頭啓発活動や小・中学生
を対象にした人権講話・ビデオフォーラムなどを通して、
人権の大切さについての理解を深めてもらうなど、人権
意識の高揚にも努めています。

むらおこし特産品コンテストで
審査員特別賞を受賞

て　し　こ

人権擁護委員に鯉沼玲子氏が再委嘱される

師走のステージで歌声を披露
壬生少年少女合唱団

　11月26日、天志古商店（上稲葉）が、日本武道
館で開催された平成22年度むらおこし特産品コン
テスト食品部門において、全国商工会連合会長か
ら審査員特別賞を受賞し、後日、受賞の報告に町
長室を訪れました。
　このコンテストは地域を代表する優れた特産品
を表彰するものです。

　壬生町商工会を経て出品した「５年味噌のだいこん一本漬」は、審査全般において優れており、消費者への
訴求力や市場性が高く将来性が見込めるものとして審査員特別賞を受賞しました。

　12月23日、福田屋ショッピングプラザ宇都宮店
の１階アトリウムにおいて、壬生少年少女合唱団
のクリスマスコンサートが開催されました。
　午後１時と３時に２回行われたミニライブでは、
子どもたちがクリスマスソングやダンスを熱演し、
年末の買物客やプレゼントを持った親子連れから
あたたかい拍手と声援が送られました。
　新版「壬生町民の歌」CDには、壬生少年少女合唱団による合唱バージョンも収録されています。
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　１月11日、栃木県公館で行われた平成22年度栃木県農業士・
女性農業士・名誉農業士認定式において、本町の粂川秀夫さ
んが栃木県農業士に認定されました。
　粂川さんは、昭和61年に就農以来、水稲及びハウストマトの
栽培技術を確実に向上させ、安定した農業経営を展開しています。
　また、壬生町認定農業者協議会副会長並びに県南農業共済
組合副組合長として地域農業の発展に寄与するとともに、平
成22年度からは、JAしもつけ壬生トマト部会部会長として農
業振興に尽力し、次代を担う農業振興のリーダーとして、今
後の活躍が大いに期待されます。

　１月９日、上長田自治会（野澤　会長）では、第29回どんど焼きを盛大に開催
しました。これは約30年続く伝統行事で、当日は約300名が参加しました。昨年12
月５日に行われた前準備では、総勢70人程で高さ16ｍの櫓を１日がかりで組み上
げました。
　今年は、事前にとちぎ朝日および下野新聞に記事が掲載されたこともあり、地
域外からも多くの参加者が集い、お汁粉、とん汁などが振る舞われました。
　火入れが行われ櫓に火がつくと、激しく燃え上がり、竹が燃えるときの「ポンポン」
という心地のよい音を聞きながら、年神様のお見送りと無病息災を祈りました。

30年の伝統行事“どんど焼き”
　　　　　　今年も大盛況　上長田自治会

　１月７日、壬生中央公民館の中ホールにおいて、賀詞交歓会が開催
され、町の商・工・農・行政など各界の代表者約400人が出席しました。
　はじめに、「壬生町民の歌広報大使」である松山美由紀さんと共に
壬生町民の歌を斉唱した後、主催者の小菅町長より新年のあいさつが
ありました。続いて、来賓祝辞をいただき、町商工会会長小林俊雄さ
んの発声により乾杯が行われました。
　今年は、栃木県郡市町対抗駅伝大会に町単独で参加することになっ
た壬生町駅伝チームの選手紹介が行われ、出席者からエールが送られ
るなど大いに賑わい、最後は、農業委員会会長松井晴夫さんの発声に
より、壬生町のさらなる発展を祈願して万歳三唱が行われました。

粂川秀夫さんが栃木県農業士に

壬生町賀詞交歓会

くめかわひで お

まつやま み　ゆ　き

こ すげ

まつ い はる お

こばやしとし お

の ざわおさむ
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介護予防運動ボランティア養成講座
～明日の私のために、そして誰かのために～

“ミニミニどんど焼きで無病息災を！”　夢くらぶむつみ
　１月16日、渡邊信さんの栗林において、NPO夢くらぶむつみと六美南部
育成会が共同でミニミニどんど焼きを開催しました。
　これは、渡邊さんの「地域の人々の関係が希薄になりつつある現在、子ども、
お年寄りを中心に地域の人々の交流を広げ、支えあって暮らすことを大切に
しよう」という発案で始まり、今年で７回目を迎える恒例行事となっています。
　参加者は、持ち寄った正月の神飾りが飾られた“どんど”を勢いよく燃
やし、用意されたとん汁やお汁粉、焼き鳥等を頬張り、お神酒を酌み交わ
しながら思い思いに交流を深めました。
　どんどの周りでは、「おき火」が出来ると、用意された繭玉を焼き無病
息災を祈りました。

観て、聴いて、一緒に楽しむ　児童館フェア開催

ス テ ラ 獨 協 前 保 育 園
 平成23年4月1日オープン

【法人本部】
栃木市田村町928番地
TEL　0282-27-3969
FAX　0282-27-5408
http://www.sfk.or.jp/

＊介護老人福祉施設

　 特別養護老人ホーム

＊介護老人保健施設

＊星風会ケアハウス

＊重度心身障害児施設

＊障 害 者 支 援 施 設

代 官 荘
ノイエ シュテルン
ケアルネッサンス
星 風 会 病 院
悦 山 荘

　１月17日から保健福祉センターにおいて、町が実施主体、
受託者が町社会福祉協議会による介護予防運動ボランティア養
成講座が全６回実施されました。
　これは、高齢者ができる限り要介護状態になることなく健康
で生き生きとした生活を送れるよう、介護予防事業をはじめと
する多くのニーズに応えられる協力者を育成することを目的と
しており、受講者たちは実技を交えながら楽しく学んでいました。

　また、１月18日からは傾聴ボランティアスキルアップ講座が全３回実施され、「傾聴とは」というテーマに
対して意見を出し合いながら、意欲的にスキルアップに取り組んでいました。

　１月15、16日の２日間、壬生中央公民館中ホールに
おいて、壬生町児童館フェアが開催されました。これは、
子育て支援団体との交流を深め、児童館を中心とした
地域のネットワークを強化することを目的としています。
　１日目は、子育て施設指導者研修会が行われ、「こ
どもの城」協力のもと、子育て支援団体の指導者たち
が実技による音楽表現を学びました。
　２日目は、全国・海外で活躍されている「ガドガド」

を招き、『ファミリーコンサート』が行われました。観て、聴いて、一緒に楽しむ事ができる参加型コンサー
トの生演奏に触れ、子どもたちはリズムに合わせて体を動かし、音楽の楽しさを感じていました。

“ミニミニどんど焼きで無病息災を！”　夢くらぶむつみ

観て、聴いて、一緒に楽しむ　児童館フェア開催

わたなべのぶ
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造園土木
草刈・伐採
スズメバチ駆除
墓石・石工事
（完成価格65万円～）

お墓ディレクターにご相談下さい

㈱県南環境 TEL 82ー6700
大師町25-5/展示場 ：小金井駅東

聖地公園、他

○壬生町清掃センター焼却設備運転管理業務
○農業集落排水処理施設各処理場巡回管理業務

○日本下水道協会賛助会員 ○日本下水道処理施設管理業協会会員 ○東京商工会議所会員

昭和49年2月設立 維持管理業全般 35年の実績
本　　　社：〒150-0022　東京都渋谷区恵比寿南2-1-8　恵比須OTビル6階
栃木営業所：〒323-0807　栃木県小山市城東1-1-32-102

　１月23日、安塚中央自治会（安生勝英会長）では、
コミュニセンターにおいて、恒例の新春「夢まつり」
を開催しました。
　今年は、開会時に全員で壬生町民の歌を合唱したり、
歌手の五家英子さんを招いたりと、一段と盛り上が
りを見せました。五家さんはボランティア歌手として、
県内の福祉施設に車椅子を372台贈り続けているそ
うで、みなさん感動して聴いていました。
　その後は、ビンゴゲームやカラオケ、福引などで
新春の一日を楽しみ、有意義な交流会になりました。

子育て応援！ママのためのメンタルヘルス講座

　１月20日、壬生町食生活改善推進団体連絡協議
会は、しもだい保育園の年長組親子を対象におや
この食育教室を開催しました。
　「家ではなかなか子どもと一緒に料理をする機
会がないので、貴重な楽しい時間を過ごすことが
できてよかった。」と保護者から大変好評で、子
どもたちもとても楽しんでいました。
　最後に、家庭でも親子で料理をしてほしいとの
思いが込められ、会員から親子でおそろいのバン
ダナがプレゼントされました。

新春「夢まつり」を開催　安塚中央自治会

おやこの食育教室

子育て応援！ママのためのメンタルヘルス講座

新春「夢まつり」を開催　安塚中央自治会

いぬいひろ み

あんじょうかつひで

ご　か ひで こ

　１月22日、保健福祉センターにおいて、栃木県地
域医療に係る県民協働事業の一つとして、壬生町母
親クラブ（小林美奈子会長）主催による「ママのた
めのメンタルヘルス講座」を開催しました。
　講師に獨協医科大学病院看護部より乾寛美氏を招き、
子育て中の悩みやしつけのポイントなど、乾さんの
経験を踏まえながらお話ししていただきました。
　子どもの気持ちに共感することやスキンシップの
大切さなどを学び、子育てに少し疲れ気味だったママたちも、子どもへの愛情を再確認できた有意義な時
間になりました。

こばやし み　 な　こ
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　１月29日、児童館において節分会が開催されました。
　これは子どもたちに節分の由来や意味を知って、豆まきを
楽しんでもらうことを目的としています。
　幼児の部では、赤・青・黄色の鬼が登場すると、子どもた
ちは大騒ぎで、鬼を退治しようと一生懸命に豆をまきました。
　次に、小学生の部では、外に出て鬼たちとゲームで対戦し
ました。元気いっぱいの子どもたちに鬼たちは降参してしま
いました。
　どちらの部でも、鬼退治を頑張った子どもたちは、お宝ま
きで福の神にごほうびをたくさんもらい大喜びでした。

　１月24日、栃木県総合文化センターで開催された、
第２回栃木県交通・生活安全安心県民大会において、
交通安全功労者として鈴木岩夫さん（町交通安全協会
稲葉支部長）が県知事表彰を受賞され、安全で安心な
まちづくり功労団体として、下表町自治会防犯部、六
美北部・パパ・ママ・子供ワンワンパトロール隊、六
美北部・あけぼのワンワンパトロール隊が、県知事感
謝状を受賞されました。

　受賞者である、鈴木岩夫さんをはじめ、各団体を代表し、下表町・瀬尾自治会長、六美町北部・石島自治会長、
あけぼのワンワンパトロール隊・毛塚隊長が出席し賞状を受け取りました。

節分会　児童館

地域安全の功労者・団体表彰

格安クラスレッスン　週１回コース（月謝）2,000円
週２回コース（月謝）3,500円

入会随時、お気軽にお問い合わせください。
DANCE STUDIO Moriguchi
壬生町至宝３－８－６　　８２－８８５２

●やさしいピラティス
　水金（10時～11時） 木土（19時～20時）
　＜胸式呼吸でストレッチするエクササイズ＞

●やさしい自力整体
　火木（10時～11時）月金（18時～19時）
　＜自力で疲労回復と体力強化になる整体＞

●やさしいサルサ
　月（19時～20時）木（18時～１９時）土（20時～21時）
　＜一人で踊るシャイン・二人で踊るペアダンス＞

●やさしい社交ダンス
　火金（11時～12時） 金（13時～14時）
　＜男女が音楽に合わせて踊るペアダンス＞

新企画

　「広報みぶ」に、お店や会社のPR、事業やイベントの宣伝など、
町民の暮らしに役立つ広告を有料で掲載しませんか？
　「広報みぶ」は壬生町民の皆さんに広く親しまれており、広
告を掲載するには最適なメディアです。ぜひご活用ください。
　町ホームページへのバナー広告掲載も随時募集しています。
　詳しくは下記までお問い合わせください。

広告募集

栃木県元気な農業コンクール　奨励賞受賞

せ　お いしじま

け づか

すず き いわ お

こいぬまれい こ

　２月２日、栃木県公館で行われた第４回栃木県元気な農
業コンクールいきいき農村部門表彰式において、「壬生町農
村生活研究グループ協議会花き生産部会マミーポットみぶ」
（鯉沼玲子部会長）が、女性・高齢者活動の部で奨励賞（栃
木県農政部長賞）を受賞し、その報告に町長室を訪れました。
　いきいき農村部門（女性・高齢者活動の部）は、農村地
域で、女性若しくは高齢者が中心となり、男女共同参画推
進や女性起業、高齢者の社会参画、地域社会の発展・活性
化等の積極的な活動を行っている組織または個人を対象とし、
審査・表彰するものです。
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は

③
職
場
で
は

④
自
治
会
等
の
地
域
社
会
で
は

⑤
社
会
通
念
、
慣
習
、
し
き
た
り
な
ど

　
で
は

⑥
政
治
の
場
で
は

⑦
法
律
や
制
度
の
上
で
は

⑧
社
会
全
体
の
中
で
は

セミナーでのそば打ちの様子

セミナーで講演を行う臼井佳子さん
（栃木放送パーソナリティー）

うす い よしこ

水
や
海
の
作
文「
ざ
ぶ
ん
賞
」に
て
、

　「
ざ
ぶ
ん
大
賞
」（
藤
井
小
学
校
 
増
川
君
）、

　「
ざ
ぶ
ん
・
環
境
教
育
特
別
賞
」（
壬
生
小
学
校
）
を
受
賞

壬
生
町
チ
ー
ム
が
県
大
会
団
体
戦
で
初
優
勝
、

個
人
女
子
シ
ニ
ア
の
部
も
優
勝

つ
の
だ
と
き
こ

,



発
掘
さ
れ
た
遺
跡
シ
リ
ー
ズ
（
18
）
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挂甲を着けた武人像

　
３
月
13
日
ま
で
開
催
中
の
資
料
館
企

画
展
「
し
も
つ
け
古
墳
群
」
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
古
墳
時
代
の
甲
冑
の
一
つ

で
あ
る
挂
甲
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

挂
甲
は
約
８
０
０
枚
の
小
札
と
い
わ
れ

る
鉄
板
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
造
ら
れ
た

甲
冑
で
す
。
今
回
展
示
し
て
い
る
「
武

人
像
」
が
着
け
て
い
る
挂
甲
は
、
推
古

天
皇
元
年
（
５
９
３
）に
飛
鳥
寺
が
造
営

さ
れ
た
際
、
数
々
の
財
宝
と
と
も
に
埋

納
さ
れ
た
も
の
で
す
。
挂
甲
は
一
枚
一

枚
の
小
札
を
鉄
板
で
作
る
な
ど
、
当
時

の
製
作
技
法
を
用
い
て
忠
実
に
復
元
し

た
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
全
体
の
重
量

が
40
〜
50
kg
に
達
す
る
重
量
感
の
あ

る
甲
冑
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
飛

鳥
寺
の
造
営
者
が
蘇
我
馬
子
で
あ
る
た

め
、
こ
の
甲
冑
は
彼
が
所
用
し
て
い
た

も
の
を
埋
納
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
両
肩
の
部
分
は
、
鉄
板
を
筒

状
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
で
、
着
脱

が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
造
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
「
し
も
つ
け
古
墳
群
」
の
中
で
は
、

吾
妻
古
墳
、
御
鷲
山
古
墳
、
横
塚
古
墳

や
兜
塚
古
墳
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。

横
塚
古
墳
か
ら
は
大
量
の
小
札
が
出
土

し
て
お
り
、
飛
鳥
寺
出
土
の
挂
甲
と
同

様
の
肩
の
部
分
の
小
札
も
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
兜
の
一
部
も
出
土
し
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
上
三
川

出
土
の
挂
甲
に
は
、
手
の
甲
を
護
る
箇

所
の
小
札
と
考
え
ら
れ
る
、
他
の
小
札

よ
り
も
小
さ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
「
し
も
つ
け
古
墳
群
」
に
眠

る
権
力
者
た
ち
の
副
葬
品
の
中
に
、
甲

冑
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

当
時
の
緊
張
し
た
大
陸
と
の
関
係
を
反

映
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
ざ
ね

か
ぶ
と
づ
か

か
ぶ
と

け
い
こ
う

す
い
　
こ

お
わ
し
や
ま そ

が
の
う
ま
こ か

っ
ち
ゅ
う



表
紙
の
写
真

壬
生
ま
ち
づ
く
り
カ
ル
タ
46
作
品
が
決
定
し
ま

し
た
！

詳
し
く
は
３
月
23
日
発
行
の
広
報
み
ぶ
３
月
号

に
掲
載
予
定
で
す
の
で
お
楽
し
み
に
！

　壬生町児童館では、六美北部あけぼの会と交流を
行っています。
　おじいちゃんおばあちゃんにベイゴマやおはじき
を教わったり、児童館で人気の人生ゲームをしたりと、
楽しい遊びがいっぱいです。
　次の交流会は３月12日（土）に予定していますので、
是非みなさんもお気軽に遊びに来てみてはいかがで
すか？皆さんのご来館をお待ちしています！

特別敬老金　「100歳」おめでとうございます。
やまなか　　くらきち

　う　が じん

にしやま　　　み　よ　こ

特別敬老金　「100歳」おめでとうございます。特別敬老金　「100歳」おめでとうございます。

睦小６年
栗原　勇士

睦小６年
根本　あおい

くりはら　　 ゆう し

ね もと

　・山中　倉　　さん　　（12月18日生）

　・宇賀神　セツ　さん　（１月２日生）

　・西山　美代子　さん　（１月３日生）

　壬生町では、10年以上本町に暮らし、

100歳を迎えられた方に、敬老金を贈り

長寿を祝っています。平成４年４月から

実施しているものですが、今年度は３名

の方が満100歳を迎えられました。

　町長が訪問すると、どの方もおだやか

な様子で出迎えて下さり、花束を手渡し

ますと、にっこりと笑顔で受け取ってい

らっしゃいました。

壬生北小１年
森田　凛
もり た　　 りん

最優秀賞


